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は じ め に

本県においては、より良い環境つくりのため、県民の理解と協力のもとに説

環境行政に取り組んでいるところでありますか、ヽIJ環境技術センターにおい

ても環境行政と一体となって、環境・公害に係る新しい技術・情報の収集、専

門的な調査・研究を行ない、問題解決に努めてまいりました。しかしなお解決

すべき課題もあり、これについては今後の閲査・研究にまたねばなりません。

本書は、年報第13号として、昭和60年度における環境技術センターの事業の概

要と調査・研究の結果をとりまとめたものですが、環境保全施策の基盤の強化

の一助となれば幸いです。

御高覧の上、御指導、御助言を賜わりますようお願いいたします。

昭和 61年 12月

秋川県環境技術センター

所長進藤政勝
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ー 八
口、1 革

昭和45年7月1日

昭和46年4月1日

昭和46:年10月1日

昭和48年4月1日

昭和48年7月19日

昭和55年7月1日

昭和56年4月1日

秋田県公害技術センター設置

大気科、水質科 2科で発足

設置揚所→秋田県工業式験場内

土質科増設

企画開発部から環境保健部所属換

テレメーター係、管理係増設

現庁舎完成

公害技術センター設侶10周年記念行事実施

環境保健部から生活環境部所属換

環境技術センターに名称換

昭和58年4月1日 テレメーター係を大気科に統合

II 庁 舎 の 慨要

1 位 置 秋田市八梅字下J＼扁191-18

2 敷地面積 6,664. 54m' 

3 建 物 鉄筋コンクリート造 3階建延1,959.48m'

4 建物の主な内訳

1階 テレメーター室、所長室、事務室、図書室、ボイラー室

2階大気、臭気、生物、水質、土質の各試験室、ガスクロ機器室

3階会議室、財）秋田県分析化学センター

4階ペントハウス

車庫（試料処理室含む）

624.58m' 

564.58m' 

564.58m' 

31.08nl2 

174.66m' 

-1  
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III 組 織

1 機構と事務分掌

管理係人事、予算、給与、物品、財産、庁舎竹即、
→ 

(5 名） 幅利）厚4:̂

次

(1名）
大気科大気朽染の調香研究

→騒行、振動、悪臭の測定澗杏研究

(6 名） テレメーターシステムによる公＇占常時監視

所」と

水質科水質環燒の謁如liI究
→ 

(4 名） 環境水質試験． l:場・事業場排水謁査

主任専門 専 l"J 

研究員 研究負 土 ＇質科 1：壌農作物の澗杏研究
→ 

(2名） （1名） (3 名） 環燒中の重金屈類給柏調森

2 職員配置

61. 4. 1現在

こ 事務吏且 技術吏員 述転技師 計

所 k 1 1 

次 長 1 1 

jŝ ff I、'ji|."l i)|・り'EJ,三i 2 2 

1 ヽ1j.i |’’l 研 ?j,"' し tピ~＇l 1 1 

グI｛ずゞ 卯 係 3 2 5 

火 氣 係 6 6 

水 質 科 1 3 4 

十 質 和I 3 3 

" 1 5 16 2 23 

- 5 -



3 職員名簿
61. 4. 1現在

科係名 II職 名
昭和 60隼度 昭和 61年度

備 考
氏 名 氏 名

所 長 進藤政勝 環境保全課から

” I一，浦竹治 郎 環境保全県へ

次 長 伊藤冨津 雄 伊 藤 冨 津 雄

研t任究専員門 藤盛 英 藤盛 英

” 大橋 大低 猛

専門研究員 高田 匹’‘‘ 高田 朽J’;巳‘‘ 

管 理係 係 長 金野村治 農地格偏渫から

” 北島静一 交通安全対策課ヘ

主 仔．＇，i 桑原忠 了 桑原悲、子
ー▲

主 事 吉田和彦 吉田和彦

技師（運転） 米 田 信夫 米田信夫
l 

” 嵐令木在 川 鈴木作樹

大気科 科 長 小玉幹生 小玉幹生

主任技術員 I土1部 I・`―二郎 国音ll 十二郎

主 任 斎藤 A 子 斎藤 巫子

” 7白k t,・『克 泉 ti『克

I 
” JI9人島伯 hl 藤島由司

技 師 高橋 浩 晶． 橋浩

” 斎藤肪文 秋田保健祈ヘ

水質科 科 長 瓜生信彦 瓜生信彦

」'；二—‘Iー_▲▲ 任 鈴木雄二 大館保健）斤より
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科係名 職 名
昭和 60年度 昭和 61年度

備 考
氏 名 氏 名

水質科 主 任 湯川幸部 能代保健所へ

主 事 塚田善也 塚田善也

技 師 石郷岡 晋 石郷岡

土質科 科 武藤公二 武藤公二

主 任 菅 雅春 北目 雅春

技 師 松田 恵理子 松 田 恵 理 子
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IV 予 算

（単位：千円）

款 項 目
I 

K且9n、. 6予0年算度額 6予1算年 額度 備 考

！ 

衛 生 費 環境衛生費 公害対策費 報 酬 882 912 

共済骰 374 454 

ノ上にさ 3,829 3,840 

報 1貨費 104 138 

旅 費 2,704 2,881 

需用 牲 42,034 40,259 

役務翌 12,819 13,680 

委託料 13,272 12,300 

使行用料全及料び 132 632 

1「事請負費

侃品！構入骰 15,651 10,600 

負担： 補助
及び付金

35 35 

公課費 121 121 

計 91,957 ! I 85,852 
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V 主要機器

機 器 名 規 格 数 上里t 備 考

テレメーター装樅ー式 H ¥,1.̂̂ 1 

風向 風速計 光海lこ屯機進
MV-110 

15 S A-200 

酸化炭 自動測定機 日立堀J.勿nAAPPMMAA--23 ,000 
3,000 6 

こ酸化硫黄 Ii動測走機 紀屯本女しィヒ学
~RH 

14 316 

化物自動測定機 紀電気化本学
212 • 214 15 GPI-174 

オキシダン）、自動澗定機 京都‘Lじーf OX-07 4 

炭化水索自動測定機
H I・／：堀靡API-IA-3,000 
島 HCM-3AS 2 

椋準オゾン叶校正装凶 紀 本 1 

椋準ガス発生装置 紀 木 SGG-2 1 

アンダーセンエアサンブ
高 立 3 

ラ
.. - - -

fI動イオウ分析拭閻 即学屯気 サルファ X 1 

デジタル 騒酋叶 リオン NA-31 3 

ガスクロマットグラフ ，Iコ＂． i |_9 GC-4 BM 
7 5A • 7 A 

ヽ—→―` • ~· ——~•·-. =•一—· • --・-----

高速液体クロマトグラフ ＂1:り• 油・ LC-3A 1 
---. 

分 光 光 度 " - | ュ

島沖UV150 2 
l_1 本分光UV~320

赤外線分光光疫計 LI本分光 IR-810 1 
-----~---.. ・--・・・・~----•- --.・,  ~~っ—•~ ―"- 』』—●疇・： ．一~ マ ・冒·-..-• • - - - -- --- --

刊 記分光光度五l Fl 立 356 ］ 

＇蛍光分光光度叶 恥 i | 1• RF~540 1 

原—f吸光分光光度叶
l] む 180-18 

3 
恥油AA610S• AA640 

水銀測定装置 理学マーキュリー 2 
•• •—·-··‘—~- -J—--. - ・- --・-・ -.  --•—• 

金屈成分柑l出装；；',' 17 立 550 1 
--------・ ---

低温灰化装 j;り トラベロ 1 

土壌試料抽出振とう装置 —• ▲ | I l i‘‘J MRK 1 
ー・-・・-・

水質［IillJJ分析拭閻 テクニコン AAll 1 

―-9 -



機 器 名 規格 数量 備 考

T 

゜
C 測定機 島 津 TOC-500 1 

パーソナルコンピュータ I BM 5550 1 

生 物 顕 微 鏡 オリンパス BHSU-SP 1 

藻類培養 装置 伊藤製作所 AGP-150R 1 

全自動排水処理装 同和鉱業 LIP50AHs 1 

乾 燥 器 タバイ 4 

監 視 用 船 ヤマハ vv~25 1 

環 境 測 疋r 車 いすゞエルフ 1 
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